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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子:マグネシウム。,酵素調節:ロイシンジッパードメインを介したホモ二量体形成は、自己リン酸化とそれに続く活性化に必要です。,機能:JUN N末端経路を活性化します。,PTM:活性化ループ内のセリンおよびスレオニン残基の自己リン酸化は、酵素活性化に役割を果たします。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。 MAPキナーゼ キナーゼ キナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体。,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素調節：ロイシンジッパードメインを介したホモ二量体化は、自己リン酸化とそれに続く活性化に必要である。,機能：JUN N末端経路を活性化する。,PTM：活性化ループ内のセリンおよびスレオニン残基の自己リン酸化は、酵素活性化に役割を果たす。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼ キナーゼ キナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体。,
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	MAP3KL4抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MAP3KL4 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	MLK4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

